
 

 

 

総務教育常任委員会資料 

 

 

（令和４年３月２２日） 
 

 

 

 

 

【 件 名 】 

 

 ・とっとり学校図書館活用教育推進ビジョンの改訂について  （図書館）･･･  2 

 ・鳥取県立美術館に設ける「美術ラーニングセンター(仮称)機能」について 

                           （美術館整備課）･･･  4 

・鳥取県立博物館開館５０周年・薬師寺玄奘三蔵院伽藍落慶３０周年記念企画展 

  ｢三蔵法師が伝えたもの 奈良･薬師寺の名品と鳥取･但馬のほとけさま｣の開催 

  について                        （博物館）･･･  8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 委 員 会 

 

- 1 -



とっとり学校図書館活用教育推進ビジョンの改訂について 

令和４年３月２２日 

図 書 館  

ふるさとキャリア教育を鳥取県の学校教育の根幹に据えて取り組むこと、ＧＩＧＡスクール構想の中

で急速に導入が進められているＩＣＴ教育に対応するために子どもたちの情報活用能力の強化に取り組

む必要が生じていることなど、学校図書館を取り巻く環境が著しく変化していることに鑑み、就学前か

ら小・中・高校まで一貫した見通しを持った学校図書館活用教育を進める上での指針となる「とっとり

学校図書館活用教育推進ビジョン」を改訂することとしました。 

パブリックコメントを実施し、その結果を踏まえて改訂を行いましたので、その概要を報告します。 

パブリックコメント 

１ 実施期間 令和４年１月24日（月）から２月13日（日）まで         

２ 意見数   29件（回答者４人）  （反映10件、盛込み済み７件、その他12件） 

３ 主な意見と対応方針  

   

分類 意見の概要 対応方針 

反

映 

【学校図書館の機能・役割】 

「読書好きの児童生徒を増やし、確かな学力、豊か

な人間性を育む」の具体的記述が、文学を想定してい

る印象を強く受ける。 

学校図書館に期待することとして、「論理的な

思考力や読解力を養うことができる。」を追記

するとともに、内容を整理して記述。 

【人と情報を結ぶ】 

「人と情報を結ぶ」では、地域の人材や施設の部分

をもう少し具体的に言及してほしい。 

関係する施設を具体的に表記。（「施設」→「公

民館、博物館、美術館等」） 

【積極的な公共図書館活用】 

学校図書館がより広く、より多くの情報を児童生徒

に提供するために公共図書館を積極的に活用する姿勢

について明記するとよい。 

ビジョンの実現に向けた取組に、⑨として「学

校図書館は、児童生徒、教職員の読書や学習に

役立つ情報を提供するために機能の充実を図る

とともに、県立図書館、市町村立図書館等の資

料や資料相談を積極的に活用する。」を追記。 

盛

込

み

済

み 

【環境整備】 

学校図書館内には、無線LAN、オンラインデータベ

ース等、学習に必要な環境がまだ整備されていない

が、実際の環境整備について、どのような計画か。 

各学校の環境整備については、既に記載してお

り、具体的な整備の内容については各教育委員

会と各学校で検討して、整備していくべきもの

と考えている。  

【人材育成】 

学校司書がgoogle chromebook やオンラインシス

テム（google meet、zoom）等を操作できる能力向上

について、計画に入れてほしい。 

研修の充実についてはすでに記載しており、対

象であるすべての教職員の中に司書も含まれて

いるため、ＩＣＴ化を踏まえた研修を実施する

予定。 

【情報活用能力】 

情報活用能力の系統性について、それを各学年何の

教科のどの単元を通して身に付けていくのか、という

ところが最も大きな課題。 

ビジョン別表の系統表及び学校図書館活用の年

間計画に例示済み。ビジョンでは方向性を提

示。年間計画例は、小中学校については作成済

み。高等学校については各学校に作成を改めて

働きかける。 

そ

の

他 

【ＩＣＴ活用】 

ＩＣＴ活用における学校図書館の関わりが明記され

ている点が非常に重要。ＩＣＴ活用から学校図書館が

切り離されないために、自治体内や校内で学校図書館

の必要性を訴える根拠になる。 
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改訂 

４ 改訂のポイント 

 

 

 

 ○ビジョンの目指す方向性の３本柱の一つである「生活・キャリアに対応する力の育成～未来をつくる

『そだてる』」の項目の中に、ふるさとキャリア教育の視点を追加した。 
 ○「学校図書館の機能を活用することで身に付けたい情報活用能力」について、教育センターＧＩＧＡ

スクール推進課が作成する「学習指導要領に基づいた情報活用能力体系表」と連動させるととも

に、ＩＣＴ活用教育の視点を取り入れた。 
○育てたい子ども像と学校図書館の機能を活用することで身に付けたい情報活用能力を表した系統表

について、新学習指導要領の改訂を踏まえ、一貫した指導体系のもと、各校種で習得すべき能力を整

理した。 
 

５ ビジョンの柱 

 （１）児童生徒及び教職員への資料・情報や利用環境等の保障 ～人と情報を結ぶ『つなげる』 
 

◆学校図書館は、児童生徒の読書や授業活用に必要な資料等を十分に提供する。 

◆学校図書館は、教職員の教材研究や教材準備をサポートする。 

◆市町村立図書館は学校図書館と連携し物流体制の整備や情報支援を行う。    など 

（２）学習・教育（教育環境）の展開の可能性の拡大 ～学びを豊かにする『ひろげる』 

◆学校図書館を学校教育の中核ととらえ学校全体で活用教育に取り組む。 

◆学校図書館は、ＧＩＧＡスクール構想への対応やＩＣＴ活用教育との連携を強化する   など 

（３）生活・キャリアに対応する力の育成 ～未来をつくる『そだてる』 

◆学校図書館は、「ふるさとキャリア教育」を推進する。 

◆学校図書館は、自己実現の場として、かつ、家庭や地域と連携した読書活動推進の拠点として 

取組を行う。    など 
 

６ 実現に向けた取組（抜粋） 

 ○ 県及び各市町村は、管理職をはじめとする全ての教職員に対してＩＣＴ活用を含めた学校図書館

の活用に関する指導力の育成等に向けた研修を充実させる。 

○ 県立図書館及び市町村立図書館は、「ふるさとキャリア教育」に取り組む学校図書館への支援の充

実を目指す。 

 ○ 学校図書館支援センターは、学校図書館全体計画策定、学校図書館活用年間計画作成等の目標を示

すとともに、学校図書館活用教育の推進状況を検証する。 

○ 各学校は、国の第６次学校図書館図書整備等５か年計画に沿って、図書の整備、新聞の配備を行い、

適切に図書館資料の更新を行う等、学校図書館図書標準を踏まえた図書館資料の質の向上及び充実

を目指す。 

 

７ 今後の予定 

令和４年４月～  とっとり学校図書館活用教育推進ビジョン（改訂版）の概要リーフレットを作 

   成し、全教職員に配布。各種研修会や講座で管理職を含む教職員に普及啓発する。 

[改訂方針] 平成28年度に策定したビジョンの基本的な考え方を引き継ぎつつ、ふるさとキャ

リア教育、ＧＩＧＡスクール構想への対応等の新たな課題への取組を盛り込み、目標

年を令和８年度とする改訂を行う。 
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鳥取県立美術館に設ける「美術ラーニングセンター(仮称)機能」について 

 

                               令 和 ４ 年 ３ 月 2 2 日 

                               美術館整備局美術館整備課 

 

令和７年春に開館する鳥取県立美術館には、子どもたちをはじめとするすべての人々の「美術を

通じた学び」を支援する「美術ラーニングセンター(仮称)機能」を設け、県内の小学生を招待して

対話型鑑賞を通した学びを提供するなど他の施設には無い特色を持たせることとしており、計画的

に準備を進めていますので報告します。 

 

１ 美術ラーニングセンター(仮称)のねらい 

  県立博物館が実践を重ねてきた「美術を通じた学び」を更に充実させて、子どもたちをはじめ

とする様々な利用者の方々に体験してもらうことによって、次のような効果を得ていくことを目

指す。 

 

①美術がもたらす様々な能力の向上 

想像力、創造性、コミュニケーション力のほか、みる力、問題発見力（気づく力）、思考力、 

発想力、答えのない問いに向かい合い続ける力、批判力、批評力、対話力 など 

②他者理解の深まりと自己肯定感の高まり 

③未知のものや異質なものを受け入れる寛容性・柔軟性及び思考の多様性の獲得 

 

 

２ 美術ラーニングセンター(仮称)の活動 

学校などと連携して「美術を通じた学び」の実践・検証を重ねながら、国内外の最新の知見と

共にプログラムの研究・開発を進め発信していく、他に類を見ない学びの拠点・研究室としての

活動を目指す。 

 

  ①プログラムの提案・実践 

→利用者に応じた「美術を通じた学び」のプログラムをつくり、館内外で実施する。 

②研究・開発 

→美術教育に関する国内外の最新の知見を研究しながら、「美術を通じた学び」の手法の開発 

を行う。 

③相談 

→学校をはじめ、美術の活用や関わりを求める多様な利用者からのニーズに対応する。 

④効果等の検証・ノウハウの蓄積 

→外部の研究機関とも連携して検証や蓄積を行う。 

⑤成果の発信・共有 

→様々な形で成果を発信・共有し、プログラムの改善と国内外に通用する評価に繋げていく。 

 

  ※美術ラーニングセンター(仮称)機能の名称検討 

   活動が、事業の実施に留まらず相談からプログラムづくりや研究・開発にまでおよぶことと、 

  狭義の美術よりも広義のアートによる「アートを通じた学び」を目指していきたい趣旨から、 

  アートと学びに関する開かれた研究室としての名称案を検討中。 

   例として、「アート・ラーニング・ラボ（ＡＬＬ）」 
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３ 美術ラーニングセンター(仮称)機能と対応したコンテンツ・プログラムの例 

機能 コンテンツ・プログラムの例 

①提案・実践 〇全県の小学４年生（又は３年生）を対象とした県立美術館へのバス招待 

 ※生涯にわたる視野で小学生のバス招待事業を「ミュージアム・スタート・プ

ログラム」と位置付け、対話型鑑賞を中心とした鑑賞プログラムによる美術

を通じた学びを推進する。 

〇対話型鑑賞のファシリテーターの養成（講座・学生から一般を対象） 

〇地域で活動する関係者や団体と連携した協働プログラムの実施 

〇地域にアーティストが滞在して制作するプログラムとの連携 

②研究・開発 〇多様な利用者を対象とした「美術を通じた学び」の手法の研究 

 ※既に対話型鑑賞は、医学生の研修や視覚障がい者の鑑賞などで試みられてい

る。 

〇学校や教育センターと連携した様々な教科への展開、研修方法についての研究 

〇高等教育機関と連携したプログラムの開発 

〇幼児や高齢者、障がい者など様々な利用者に応じた個別プログラムの開発 

〇対話型鑑賞をはじめとする多様な鑑賞プログラムの開発 

〇アーティストとのラーニングプログラムの共同開発 

③相談 〇美術教育や美術事業に関する相談窓口の設置 

④検証・蓄積 〇多様な利用者を対象としたプログラムを記録し、効果を検証する。 

〇児童生徒作品のアーカイブ 

〇利用者へのインタビュー、公開検証会の開催等 

⑤発信・共有 〇多様な利用者を対象としたプログラムの記録や検証、それを基にした改善と開

発した新たなプログラムなどを発信・共有。 

 

 

４ 今後の進め方（案） 

年度 主な進め方 

令和３年度 ・事業の実践（小学生バス招待事業、ｺﾚｸｼｮﾝ宅配便、対話型鑑賞ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ養成） 

・美術ラーニングセンター機能の定義の整理、対話型鑑賞などの効果の整理 

・教育委員会関係課とのワーキング作業 

令和４年度 ・議会、教育委員会、県・市町村教育行政連絡協議会等への進捗報告 

・障がいある子どもたちや大人などへ向け幅広い事業の実践と取組みの周知広   

 報 

・ファシリテーターの研修と登録制度の開始 

令和５年度 ・市町村教育委員会や校長会などとの情報共有と現場での準備開始の検討 

・幅広い事業の実践とブラッシュアップ、県内外の研究機関やアーティストと

の連携 

・開館後のバス招待事業の具体的な運行プランの提示 

令和６年度 ・令和７年度の学校年間行事予定へのバス招待事業の組み込み、予約の受付 

・学校向け予習動画の配布 

・サポーターと一緒になった対話型鑑賞などの実証 

(令和７年春) 鳥取県立美術館の開館、美術ラーニングセンター(仮称)機能の稼働 

(令和 8年以降) 学びの拠点・研究室としての美術ラーニングセンター(仮称)機能の確立 
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鳥取県立博物館開館５０周年・薬師寺玄 奘
げんじょう

三蔵院
さんぞういん

伽藍
がらん

落慶
らっけい

３０周年記念企画展 

｢三蔵法師
さんぞうほうし

が伝えたもの 奈良･薬師寺の名品と鳥取･但馬のほとけさま｣の開催について 
 

令和４年３月２２日 
博    物    館 

 

鳥取県立博物館では､令和４年度に開館５０周年記念の企画展を４本開催します｡ 
まず春は、三蔵法師を開祖とする法相宗の大本山薬師寺の歴史と文化を物語る同寺所蔵の

名品を展示するとともに､鳥取県下や但馬地方に伝わる仏像・仏画を紹介する展覧会です｡ 
 
１ 会  期 
  令和４年４月９日(土)から５月１５日(日)まで(３５日間) 

(休館日 ４月１８日､５月９日(両日とも月曜日)) 
 
２ 会  場 
 鳥取県立博物館 第１･第２･第３特別展示室 

 
３ 主  催 
 薬師寺展実行委員会(鳥取県立博物館､山陰中央テレビジョン放送株式会社) 

 
４ 特別協力 

 法相宗
ほっそうしゅう

大本山
だいほんざん

薬師寺 
 
５ 観 覧 料 

一般７００円(前売･団体･７０歳以上･大学生５００円) 
(高校生以下､学校教育活動での引率者､障がいのある方･難病患者の方･要介護者等及び
その介護者は無料) 

 
６ 関連事業 
 記念講演会､ギャラリートーク等を予定(別添チラシ参照) 

 
＜概要＞ 
鳥取県立博物館は､これまで鳥取県内の自然･歴史民俗･美術に関する展示を行うとともに､国

内の優れた作品を広く県民に紹介してきた｡令和４年は博物館が開館して５０年という節目の
年である｡ 

５０周年のスタートを飾る本展では､７世紀､唐
とう

の都長安
ちょうあん

からインドに向かい､数多くの仏 
典を持ち帰って翻訳し､現在の仏教に大きな影響を与えた三蔵法師(玄奘三蔵 ６０２～６６４)
と三蔵法師を開祖とする法相宗の大本山薬師寺(奈良市西ノ京町)の歴史と文化を､同寺所蔵の
名品をもとに紹介する｡ 

さらに､本展では､三蔵法師が伝えた仏教や仏典の鳥取県下や但馬地方(兵庫県北部)における

ひろがりを示す､奈良～平安時代の観音
かんのん

菩薩
ぼさつ

を中心とした仏像､釈迦
しゃか

十六
じゅうろく

善神像
ぜんじんぞう

といった仏 
画の名品を展示する｡ 

また､奈良時代､法相宗･興福寺
こうふくじ

の高僧･玄賓
げんぴん

(７３４～８１８)が伯耆
ほうき

(鳥取県西部)に隠棲
いんせい

し 

た際､開創されたとされる阿弥陀寺
あ み だ じ

(のち豊寧寺
ほうねいじ

(南部町賀祥
かしょう

))関係資料も紹介する｡ 
 
※薬師寺…６８０年天武

て ん む

天皇が鸕讃良皇女
うののさららひめみこ

(のちの持統
じ と う

天皇)の病気平癒
へ い ゆ

のため藤原京に造営された寺

院｡平城京遷都により７１８年に現在地へ移った｡ 
 
＜見どころ＞ 

・国宝《慈
じ

恩
おん

大師
だいし

像》､重要文化財《木造十一面観音
かんのん

立像
りゅうぞう

》など仏教美術の優品１３件を一 
 挙に展示｡(｢山陰の仏教美術展｣昭和５４年(１９７９)以来４３年ぶり) 

・白山
はくさん

神社(南部町)の御神体である木造十一面観音
かんのん

坐像
ざぞう

(町指定文化財)を初公開｡ 

・鳥取県下の釈迦十六善神像と大般若経
だいはんにゃきょう

の分布調査成果を紹介｡ 
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